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背景：レム睡眠行動障害（RBD）と嗅覚機能障害はパーキンソン病（PD）患者の早
期診断に有用であり、またPDの認知障害の危険因子とされている。本研究は多施設
共同で、PD患者におけるRBDと嗅覚機能および臨床症状との関連を評価した。
方法：対象は認知症がないPD患者404例。日本語版RBDスクリーニング質問票
（RBDSQ-J）とRBD1Qによりpossible RBD（pRBD）の有無を判定した。嗅覚機能は
日本人の向け嗅覚識別テストで、臨床症状はMDS-UPDRSパートI〜IVにより評価し
た。

結果：pRBDは、RBD1Qで134例（33.2％）、RBDSQ-J（カットオフ６点）で136人
（33.7％）に認められた。101例が両方の質問票によってpRBDと診断され、35例は
RBDSQ-J、33例はRBD1Qでのみで診断された。pRBD 群では、MDS-UPDRSパート
I〜IIIスコアが高く、罹病期間が長く、嗅覚識別機能が低下していた。pRBDは男性
およびMDS-UPDRSパートIスコアと有意に関連していた。
結論：PD患者の約33％が質問票によりpRBDと診断され、これらの患者では運動機
能と非運動機能ともに有意に低下していた。本結果から、RBDを伴う認知症のない
PD患者ではより広範な変性が生じていることが示唆した。
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